
ヘレン・ケラー（左）、アンネ・サリバン先生（中央）、アレクサンダー・
グラハム・ベル博士（右）による1894年の写真。３人は、３つのコミュ
ニケーション方法を同時に使用している；サリバン先生とベル博士の
間では話しことばが、ケラーとベル博士の間では（触）指文字が、ケ
ラーとサリバン先生の間では（触）読唇が用いられている。	
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